
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 上 尾 特 別 支 援 学 校 ） 

 

目 指 す 学 校 像 キャリア教育を推進し、豊かに生きる力を育てる学校       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標  

１ 個に応じた授業づくりとキャリア教育の視点を生かした教育課程の編成・実施による質の高

い学校教育の充実 

２ 地域との連携とセンター的機能の充実 

３ 安心安全な学校づくりの推進（危機管理、不祥事防止と教職員の働き方） 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

  ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

  ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価  

年 度 目 標  年 度 評 価 （ 月 日 現 在 ）   実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】自立活動担当や特別非常勤
講師等との取組を担任と総合支援部
で共有し、各学級からの記録等の実
施データを基にしながら個に応じた
具体的な指導支援につなげている。 
【課題】抽出して取り組んだ自立活
動の指導や学習成果を、学校生活や
日常でも活かせるよう、自立活動担
当と担任で連携を図っていく必要が
ある。 

① 個に応じた指導の充実に
向けた教職員の専門性の
向上 

② ・課題となる行動が生じる前の
予防的な対応や、その行動が起
こりにくい環境設定などについ
て、自立活動担当と担任の連携
を図る。 

③ ・特別非常勤講師を活用し、児
童生徒一人ひとりへの対応だけ
ではなく、授業の計画や内容に
ついても助言を受け、学校教育
全体に役立てる。 

④ ・自立活動担当が行った支援
について年度末に検証し、そ
の効果について全教職員で共
通理解を持つことができた
か。 

⑤ ・授業計画の立案において特
別非常勤講師の助言を受ける
ことで、児童生徒の教育活動
に還元することができたか。 

  ①   

 

⑥ 【現状】学校研究を通して、年間指導
計画の各教科等の目標や指導内容を全
校で一覧にしたことにより、学部間で
の系統性の可視化ができた。 

⑦ 【課題】年間指導計画を新書式で作成
し、さらに、活用しやすいものに修正
していく必要がある。 

児童生徒の力を伸ばす年
間指導計画の作成 

⑧ ・教科指導の年間指導計画につ
いて、新書式を用いて作成す
る。教科指導において、学習指
導要領で示された学ぶべき内容
について、バランスよく指導で
きるよう計画を立案する。 

⑨ ・新書式での年間指導計画の
作成により、学習指導要領で
示された内容について計画的
に指導できたか。 

⑩ ・教職員間で、指導のねらい
について共通認識を持って指
導できたか。 

⑪   

２ 

【現状】小中学部は地域の学校との
直接交流を継続的に実施しており、
活動をとおし交流が深まっている。
また、高等部は校外での販売活動を
とおして地域交流を深めている。 

⑫ 【課題】交流及び共同学習は継続的に
行いながら、双方にとって有効な学習
となるよう内容のさらなる検討が必要
である。また、高等部の校外での販売
活動については、より多くの生徒が参
加できる環境を設定する必要がある。 

① 地域とのつながりや地域
での活動等を大切にした
教育活動の実施 

② ・交流校との連携を十分に図
り、交流及び共同学習、支援籍
学習を行う。 

③ ・高等部の販売活動をとおして
地域との交流を深めるととも
に、本校の教育活動について知
ってもらう機会とする。 

④ ・継続的に活動できる機会と場
所を増やし、多くの生徒が活動
できるようにする。 

⑤ ・交流及び共同学習、支援籍
学習を実施し、相手校と本校
の双方の学習のねらいを達成
できたか。 

⑥ ・高等部の販売活動をとおし
て地域との交流を深めること
ができたか。 

⑦ ・事業所見学、販売活動等、
地域の理解を得て活動する機
会を増やすことで、より多く
の生徒が参加できたか。 

  

 

 

   

⑧ 【現状】関係教委と連携しながら、巡
回相談実施校との連絡調整や対応につ
いての相談ができている。適切な支援
と情報共有を図り、個々の課題改善・
解決に向けて取り組んでいる。 

⑨ 【課題】センター的機能を発揮し、引
き続き地域の支援を進めていくととも
に、特別な支援を要する児童生徒のた
めに、地域で連携して取り組んでいく
体制づくりを進める必要がある。 

センター的機能を発揮し
た校外支援 

⑩ ・巡回相談や教育相談をとおし
て校外支援の情報共有並びに
個々の課題への対応を行う。 

⑪ ・地域の中学、高校、特別支援
学校の教員等を参加者とする連
携会議を開催し、高等学校の特
別支援教育に関する現状や課題
に関する情報共有を行い、中学
校と高校の切れ目のない支援の
構築を図る。 

・関係教委等と連携し、近隣
諸学校等と適切な支援と情報
共有をし、個々の課題解決に
つなげることができたか。 
・地域の中学校、高校、特別
支援学校が参加する会議を設
定し、上尾、桶川、伊奈の教
育委員会を交え、地域の連携
を強化することができたか。 

  

 

３ 

【現状】医療的ケアを必要とする児童
生徒、食物アレルギーや発作等がある
児童生徒が増えている。 
【課題】担任と保護者の連携を深める
とともに、職員全体が対応等について
情報を共有する必要がある。 

⑫ 安心・安全な学校生活を
送るための、児童生徒
個々の実態に関する教職
員間での情報共有 

⑬ ・医療的ケア検討委員会、食物
アレルギー対策委員会等を実施
し、情報共有を図る。 

⑭ ・医療的ケアに関する研修会を
実施し、職員の理解を深める。 

・各種会議等で児童生徒に関
する情報共有を行い、適切に
対応することができたか。 
・研修会を実施し、職員の医
療的ケアに関する意識の醸成
を図ることができたか。 

  

 

②  

 
  

【現状】県内において、個人情報の紛
失や不祥事等に関する職員事故の報告
が、多く上がっている。また、職員の
働き方改革は県教育委員会の喫緊の課
題となっている。 
【課題】不祥事の防止、根絶に向け
教職員一人一人が当事者意識をもつ
ことができる取組が必要である。ま
た、教職員が英気を養い、児童生徒
の教育に還元させるため、教職員の
働き方改革を推進する必要がある。 

⑮ 不祥事防止の徹底及び働
き方改革の推進 

⑯ ・不祥事根絶に向けて日頃から
注意喚起をするとともに、定期
的に研修を行い、不祥事根絶に
向けた教職員の意識を高める。 

⑰ ・学校における働き方改革基本
方針を踏まえ、時間外在校等時
間の削減に向けた取組を行う。 

⑱ ・業務の見直しを行い、負担と
なっている業務の改善、廃止な
どを検討する。 

⑲ ・不祥事根絶に向けて、教職
員一人一人の当事者意識を高
める取組ができたか。 

⑳ ・教職員が適切な休暇を取得
したり、定時退勤ができたり
する職場づくりを行うことが
できたか。 

21 ・業務の見直しを行い、改善
することができたか。 

  

 


